
一般社団法人日本遊戯療法学会 第１８回研修会 ご案内 

 

テーマ：「現代の子育てからみた子どものこころと遊び 

－新型コロナ流行の状況を踏まえて」 

 

日時：2021 年 11 月 7 日(日) 10 時 30 分〜16 時 30 分 

会場：今回は Zoom によるオンライン開催です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この研修企画は 2020 年 3 月に実施される予定であった第 17 回研修会を、集会形式で

なくオンラインで行うものです。残念ながら、昨年の研修会は新型コロナウィルス感染症

のパンデミックにより中止となりました。新型コロナウィルス感染症は、2020 年 1 月 15

日に初めの国内感染者が確認されて以降、2021 年 7 月 30 日現在、感染者数は約 91 万人、

亡くなった方は 15000 人を超えています。病に倒れた方に哀悼の意を表しますとともに、

いまも後遺症やいわれのない誹謗中傷に苦しんでおられる方々、経済的困難の最中にある

方のご心労いかばかりかとご推察申し上げます。心よりお見舞い申し上げます。 

東京は 4 回目の緊急事態宣言が発令され、長い自粛生活が続いています。パンデミック

の初期には、一部の公園で遊具や公園そのものが使用禁止になるなど、子どもの遊びの場

が著しく制限されてしまいました。また、マスク着用による子どもとのコミュニケーショ

ンへの影響も懸念されるところです。新型コロナウィルス感染症への感染対策は重要です

が、そのことによる子どもの育ちへの影響に目が向けられないのは大変残念です。今回の

研修会では、この課題を踏まえてのご講演、またケースシンポジウムの直接のテーマでは

ありませんが、指定討論の先生からコメントをいただくとともに、参加者の皆さんと問題

意識を共有したいと思います。多くの方々のご参加をお待ちしております。 

 

                      研修委員長 村松 健司 

                      研修委員  小林真理子 

                            波多江洋介 

                            金丸 隆太 

                            樋口亜瑞佐 



プログラム 

 
１０：３０ 開会挨拶 研修委員長 村松 健司（東京都立大学） 

１０：４０〜１２：３０ 基調講演 「現代の子育てからみた子どものこころと

遊び－新型コロナ流行の状況を踏まえて」 

      講師 高石 恭子 先生（甲南大学） 

      司会 小林真理子 （研修委員・放送大学） 

１２：３０〜１３：３０ 昼休憩 

１３：３０〜１６：３０ 事例シンポジウム 

    事例提供：「載せる遊びを展開させる幼児とのプレイセラピー」 

指定討論：高石 恭子 先生（甲南大学）  

大山 泰宏 先生（放送大学） 

司会   波多江洋介（研修委員・白百合女子大学） 

※この研修は、（公財）日本臨床心理士資格認定協会にポイント申請する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師紹介  

高石 恭子 先生 

甲南大学文学部教授・学生相談室専任カウンセラー。京都大学大学院教育学研究

科博士後期課程修了、京都府下の母子療育教室、精神病院での心理士等を経て現

職。乳幼児期から青年期の親と子の関係や、子育て支援の研究を行う。 

主な著書に『子別れのための子育て』（編著、平凡社）、『学生相談と発達障害』

（共編著、学苑社）、『育てることの困難』（編著、人文書院）ほか多数。 

大山 泰宏 先生  

放送大学大学院臨床心理学プログラム教授。京都大学大学院教育学研究科博士課

程修了、京都大学高等教育研究開発センター助教授、京都大学大学院教育学研究

科准教授を経て現職。 

主な著書に『改訂新版 人格心理学』（放送大学教育振興会）、『思春期・青年期の心

理療法』（放送大学教育振興会）、『心理臨床関係における身体』（共編著 創元社）、

『セラピストは夢をどうとらえるか―五人の夢分析家による同一事例の解釈』（共著 

誠信書房）ほか多数 



 

１．参加資格  

①日本遊戯療法学会会員 

②臨床心理士または公認心理師の資格を有する非会員 

③臨床心理学専攻の大学院生 

※いずれも発表事例に関する守秘義務を遵守できる方 

※オンライン配信に関する留意点を順守できる方（ご案内の最後にある【日本遊戯療法学会 

オンライン研修における倫理対策】をお読みください） 

 

２．定員  

150 名  ※参加者が多い場合は、学会員優先となりますのでご了承ください。 

 

３．参加費  

①会員 3,000 円 

②非会員 4,000 円 

③大学院生 2,000 円 

 

４ 参加申し込み方法  

電子メールでお申し込みください。受付は先着順になります。 

必要事項【氏名（ふりがな）、参加資格種別（会員・非会員・大学院生）、臨床心理士の方は

登録番号、所属、職名、メールアドレス】を記入のうえ、下記アドレスに 2021 年 10 月 9

日（金）までにメールにて申し込んでください。（件名は「遊戯療法学会研修会の参加申込」

としてください。） 

 

         申込先メール playtherapy2021@gmail.com 

 

参加の可否をメールでご連絡します。メールが届きましたら、以下の手続きをお願いいたし

ます。 

① 誓約書の提出 

メールには、【事例シンポジウム参加に関する誓約書】が記載されています。【日本遊戯療法

学会オンライン研修における倫理対策】をお読みいただき、【事例シンポジウム参加に関す

る誓約書】にお名前をご記入のうえ、2021 年 10 月 13 日（水）までに返信してください。

ご返信いただけませんと、研修会には参加できませんので、くれぐれもご注意ください。 

② 参加費の納入 

参加費は、下記口座へ 2021 年 10 月 20 日（水）までにお振り込み下さい。 

期日内にこの手続きが確認されませんと研修会には参加できませんので、くれぐれもご

注意ください。 

また、一旦振り込まれた参加費のご返金はいたしませんので、あらかじめご了承ください。 

 

上記の手続き確認の後、研修会 URL をメールでお送りいたします。 



５．研修に関するお問い合わせ  

日本遊戯療法学会第 18 回研修会事務局 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 

東京都立大学学生サポートセンター 村松健司研究室内 

日本遊戯療法学会第 18 回研修会事務局 

                    e-mail：playtherapy2021@gmail.com 

 

 

 

 

日本遊戯療法学会 オンライン研修における倫理対策 

 

オンラインによる事例シンポジウムでは、以下の守秘義務対策をとります。ご確認のうえ、

ルールを順守してください。故意のルール違反があった場合は、一般社団法人日本遊戯療法

学会倫理委員会、および一般社団法人日本臨床心理士会に倫理義務違反として報告する場

合があります。 

 

① Zoom のウェビナー機能を用い、参加者は事前登録制となります。 

 

② 主催者により参加者のカメラとマイクをオフにして、意図せず参加者の発言や映像が流

れないようにします。 

 

③ Microsoft の OneDrive を使って資料配付をすることで，資料のダウンロード（保存）

を制限します。 

 

④ 画面の録画・撮影・スクリーンショットは厳禁です。 

 

⑤ 参加者しか画面を見たり音声を聞いたりできない環境でご参加ください。 

 

 

2021 年 8 月 1 日 

日本遊戯療法学会研修委員会 

振込み先 郵便振替口座 ００１６０－８－２８０８２３ 

（ゆうちょ銀行 〇一九（ゼロイチキュウ）店 当座 ０２８０８２３） 

口座名義 日本遊戯療法学会研修会 


